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はじめに

現在、世界的に幼児教育の質が問われており（ＯＥＣＤ，2018）、「幼児教育の質の向上について（中間報

告）」（2020）においても、子どもの発達や学び、各園での実践の意図やねらいを言語化し、家庭・地域にも

発信して幼児教育に関する理解を深めること、研修の充実等によって資質向上を図ることの重要性が指摘さ

れている。保育者を対象とした調査においても、保育者の資質向上のために必要なこととして「園内研修の

内容の充実」が回答の上位に挙げられている（ベネッセ教育総合研究所，2019）。

そこで、本研究では、保育者が子どもの姿をもとにした保育プロセスを言語化する営みを促進するために、

園内研修をどのように進めていくとよいかについて検討する。

１．研究の目的と方法

本研究は、保育者が子どもの姿をもとにした保育プロセスを言語化する営みを促進するために、園内研修

をどのように進めていくとよいか検討することを目的とする。研究の方法は以下の通りである。

〇�先行研究をもとに、保育プロセスの言語化のために効果的な取り組みについて論考し、その成果もふまえ

て保育プロセスの言語化を促進するための園内研修を計画する。

〇�この園内研修に第三者として参加し、保育プロセスの言語化を促進するための支援を実施することで、保

育者がどのようなことに気づき、記録や語りにどのような変化が起こるのか、そこには園内研修のどのよ

うな具体的な内容が関係していたのかを明らかにする。

２．保育プロセスの言語化に関する先行研究

２－１　日々の保育についての話し合いと保育記録

日々の保育後に保育者同士で話をする際には、その日の子どもや保育の中で特に心に残ったことを話題に

することが多い（津守，1997）。また、保育の記録の様式は多様だが、心が動いたことを記録として残すの

ならば、どんな様式でもエピソードが記録の中心になるはずである（河邉，2019 ａ）。

このようなエピソードをもとにした記録の方法に、「エピソード記述」（鯨岡・鯨岡，2007）がある。「エ

ピソード記述」も「保育者の心が揺さぶられた場面」を取り上げるが、エピソードの「背景」も記し、「背景」

をふまえた考察をすることに特徴がある。このことは、その保育者がエピソードで何を伝えたいのかを自覚

し、エピソードをもとに保育者同士で話し合う際の視点をもつためにも重要である。���

エピソード記述をもとにしたカンファレンスの試みもあり、岡花他（2009）は「実践→エピソード記述→

保育カンファレンス→エピソード記述のリライト（書き直し）→再び実践へ」という省察方法について検討
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している。カンファレンスには保育を見ていない外部の参加者も招き、以下のことを明らかにしている。

〇�エピソード記述によって、保育者自身が抱える問題意識がより明確となり、その子どもについての理解の

枠組みが意識化される。

〇�カンファレンスによって、エピソード記述では十分ではなかった保育者の思いや意図の言語化ができるこ

とがあり、「描くこと」「話すこと」両面のメリットが、エピソード記述のリライトにもいかされる。

　このように、記録をもとに話し合ったり、話し合ったことをもとに記録を書くことを繰り返していくと、「描

くこと」「話すこと」両面のメリットをいかすことができ、保育プロセスの言語化も促進されるだろう。

２－２　保育記録に取り入れたい視点「ＳＯＡＰ」

『幼稚園教育要領解説』（2018）には、幼児が興味・関心をもつものに向けてどのように自分の力を発揮し

てきたか、友達との関係はどのように変化してきたかなど、発達の実情を理解した上で、「その時期に幼児

のどのような育ちを期待しているか」「そのためにどのような経験をする必要があるか」などを幼児の生活

する姿に即して具体的に理解することが大切であると記されている。

このことをふまえて、河邉（2019ab）は子どもの姿をもとにした「理解から援助へ」という思考過程をた

どるための記録の視点「ＳＯＡＰ」を提案している（表 1参照）。そして、この思考過程の獲得のためには、

ＳＯＡＰの視点を取り入れて記録を書き続けていくことが必要であると述べている（河邉 ,2019 ｂ）

ＳＯＡＰの視点を取り入れた園内研修の例もあり、他園の実践記録をＤＶＤで視聴してＳ、О、Ａを各自

で記入することを試みている。すると、Ｓ、Оについては具体的に書き出す経験となり、子どもの経験と保

育者の願いのつながりを意識するようになったが、Ａを導き出すことは難しかったという（関岡他，2019）。

この思考過程の獲得のためには、河邉（2019 ｂ）が述べるようにＳＯＡＰの視点を取り入れて記録を書き

続けていく必要がある。また、日々の保育について話し合う際に、この視点を意識していくことも必要である。

表１　保育記録に取り入れたい視点「ＳＯＡＰ」

２－３　「ＡＬＡＣＴモデル」を用いた省察

子どもの姿をもとにした「理解から援助へ」という思考過程をたどるためには、教師教育プログラムとし

て開発された省察サイクルである「ＡＬＡＣＴモデル」（Korthagen�et�al.,2001）も活用できる（図１参照）。

このサイクルの第１局面は「行為（Action）」で、第２局面でその「行為を振り返る（Looking�back�on�the�

action）」。その中で、第３局面の「本質的な諸相への気づき（Awareness�of�essential�aspects）」に至れば、

第４局面の「行為の選択肢の拡大（Creating�alternative�methods�of�action）」へとつながり、第５局面で「さ

らなる試み�（Trial）」が行われるというものである。ＡＬＡＣＴモデルでは、第３局面の「本質的な諸相へ

の気づき」に至るために、第２局面の「行為の振り返り」において、「自分」と「子ども」の行為、考え、感情、

願いについて振り返るための「具体化を促す問い」を用いることにも特徴がある。

村井他（2020）はこのＡＬＡＣＴモデルの「具体化を促す問い」をもとにしたワークシートを作成して、

保育実践についての協同的省察に取り入れており、保育者が「自分」と「子ども」との感情のずれに気づく

ことが「本質的な諸相への気づき」に至る上で最も効果があったと報告している。ＡＬＡＣＴモデルの「具

体化を促す問い」は、保育実践についての協同的省察にも有効であるとわかる。

２－４　写真の活用による言語化の促進

保育の記録に写真を活用することの有効性についても、様々な報告がある。例えば、利根川（2016）は、
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子どもの身体的な動きや環境の変化、環境との相互作用などがポイントとなる場合、記録に写真を活用する

ことが各段に有効になると述べている。また、吉岡（2021）は写真の活用について次のように報告している。

〇�写真による「フォトカンファレンス」によって、今まで見たことのない子どもの姿に出会い、写真へのコ

メントから保育者の思いを知ることで、その時の保育が理解しやすくなり、面白さも共有できるために参

加者が語りたくなり、会話が広がった。

〇写真で記憶が鮮明となり、子どもの行動や活動のつながりを知って視野が広がり、気づきが多くなった。

〇�文章を書くことに苦手意識のある保育者から「写真を使用したい」という意見があり、活用してみるとそ

の方が伝わることもあり、園全体にその手法が広がった。

子どもの思いや保育環境の読み取りを深めるために写真を活用した園内研修（瀧川，2016）においても、「参

加者間で気づきや学びが共有され多様な視点を得られる」、「写真があるので語りやすく、他のクラスの様子

もよくわかる」、「保育環境の見直しにもつながる」等、その利点についての言及があったという。

このように、写真の活用によって、場面を共有しやすくなり話し合いが促進されること、保育環境につい

て考えやすくなること、新たな視点や気づきが得られること、言語化が苦手な保育者にとっても自身の保育

を他者に伝えるための効果的手法になり得ることがわかる。写真も活用しながら自身の保育について伝え合

う楽しさを実感する体験を重ねることは、日々の保育についての話し合いや記録にもいかされていくだろう。

３．保育プロセスの言語化を促進するための園内研修の計画

先行研究の知見もふまえて、保育プロセスの言語化を促進するための園内研修計画を作成した（表３参照）。

研究協力園は、筆者の講習に参加した保育者の勤務園から探した。その中で、講習に参加した園長の提案に

よって、保育記録にＳＯＡＰの視点や写真を取り入れている幼稚園があることがわかり、この幼稚園に研究

協力を依頼することを計画した（以下、「Ｘ園」とする）。Ｘ園の園長に本研究の趣旨と内容について説明し

て内諾を得た上で、クラス担任保育者５名に研究の目的、方法、個人情報の保護等について口頭と文書で説

明をして、研究協力についての依頼をした。その結果、全員から文書にて同意を得ることができた。

なお、本研究については、本学の学内委員会で倫理審査を受けて承認を得ている。

表３　園内研修の計画

図１　ＡＬＡＣＴモデル（Korthagen et al., 2001）

表２　保育者同士の省察に用いるワークシートの様式

（村井他，2020）
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４．保育プロセスの言語化を促進するための園内研修の実際

４－１　研究協力園

研究協力園のＸ園は、３歳児クラス、４歳児クラス、５歳児クラス、各１クラスの私立幼稚園である。

園長はＸ園で担任保育者として保育経験があり、その後に他園でも保育経験をした後に、Ｘ園の園長とな

り、17 年目である。クラス担任保育者は以下の５名である。

３歳児クラス：主担任Ａ先生（保育経験３年目。この年度に初めて主担任となる。）

　　　　　　　副担任Ｂ先生（保育経験 11 年目）

４歳児クラス：主担任Ｃ先生（保育経験３年目。この年度に初めて主担任となる。）

　　　　　　　副担任Ｄ先生（保育経験 21 年目。他クラスで特に支援が必要な子どもの保育も担当する。）

５歳児クラス：主担任Ｅ先生（保育経験８年目）

４－２　園内研修に向けての準備

事前に保育者に具体的な園内研修計画について説明した。ＳＯＡＰの視点とＡＬＡＣＴモデルおける「具

体化を促す問い」についても、資料（河邉，2019a；中田，2019）をもとに説明した。

Ｘ園の記録について確認すると、週案に書く記録以外に、保育者がその日「いいな」「素敵だな」と思っ

た子どもの姿を取り上げ、以下の内容をＡ４版用紙１枚にまとめるようにしていた。

そこで、園内研修ではこの記録をもとに話し合うことにし、テーマを「保育記録をもとに子どもの育ちと

保育について考える」とした。園内研修後には以下の様式でポートフォリオ記録を作成することも依頼した。

表４　ポートフォリオ用紙の様式

４－３　園内研修の実際

年間を通して園内研修を５回実施した（１回の所要時間は２時間半程度）。第１回から第４回は、各保育

者が取り上げたい記録をもとにした話し合いをした。その際には、「具体化を促す問い（８つの問い）」とＳ

ＯＡＰの視点との関係を表５のように整理したレジュメを配布し、この視点を意識しながら話し合うことが

できるようにした。第５回では、園内研修の中での自分の変化や課題について報告し合った。

表５　「８つの問い」とＳОＡＰの視点

４－３－１　第１回園内研修（６月）

第１回は、始めに全員に「この記録を取り上げた理由」と「話し合いたいこと」について語ってもらった。

時間配分がうまくいかなかったこともあり、その後は主担任の保育者３名の記録を取り上げた。
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まず、「子どもの姿」を読んでもらい、写真がどの場面かも確認していった。補足があればつけ加えても

らうようにしたが、そのまま読むことが中心であった。保育を見ていない筆者にはわかりづらい部分につい

ても尋ね、語ってもらった。「読み取り」は、資質・能力や幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10 の姿）

とも関連させて書いているとのことだったが、抽象的な書き方になっており、記録と 10 の姿を「ひっつけ

るみたいな感じ」という発言もあった。そのため、「子どもの姿」について自分が読み取ったことから、保

育者として願うこと、そのためにどのような保育をしていきたいか、記録をもとにさらに語ってもらった。

【事例１】では、Ｃ先生が前日にクラスで楽しんだ「王様ドッジ」を「やりたいという気持ちをすごく持

てている」Ａ男に応え、環境を用意してその遊びを楽しんだことを取り上げていた。「子どもの姿」には「遊

びは盛り上がり」と書かれてあり、「話し合いたいこと」もどのようなゲーム遊びをしたら「盛り上がる」

のかであった（下線部分）。そのため、Ｃ先生が「遊びが盛り上がった」と捉えたＡ男たちの姿について具

体的に語ってもらった（下線部分）。そして、「遊びが一定」であるＡ男に「いろんな遊び」を経験して、楽

しんでほしい、そのために「違う遊び」にも声をかけながら、その楽しさも一緒に感じられるように作って

いきたいと語ったため、筆者が「王様ドッジのように興味をもってやってみようと思える遊び」を提案して

いきたいということでよいかと解釈したことを伝えて確認していった。

他の保育者にも同様に語ってもらうと、考えていることがよりわかりやすくなったため、このように考え

ていることをそのまま書くとよいのではないかと伝えた。園内研修後のポートフォリオ記録には、Ｃ先生を

含めた４名が第三者からもわかるように書くことや、具体的に書くことの大切さに気づいたと記述していた。

【事例１】第１回園内研修から（４歳児クラス担任Ｃ先生の記録をもとにした話し合い）

４－３－２　第２回園内研修（８月）

第２回からは５名全員の記録を取り上げた。１学期後ということもあり、子どもの変化や育ちに着目した

記録が増え、「子どもの姿」もより具体的に書かれるようになっていた。記録に書いていないことも補足し

て語られ、「話し合いたいこと」でも記録には書いていない子どもへの願いをふまえたことも語られた。「～
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ちゃんにとって」「～ちゃんの中で」と書いたり語ったりすることも増えていった（【事例２】下線部）。

この園内研修の中で、自分にはなかった子どもの見方に気づく保育者もいた。【事例２】でＡ先生が取り

上げたのは、自分の思いを言えないことが多いＢ子が、４歳児クラスの子どもたちがしていたブロックの遊

びを楽しむ姿が「生き生きとしていいな」と思った記録であった。「話し合いたいこと」はＢ子が伝えたい、

聞いてほしいと思ったことを言葉にできるようにするためのアイデアであった。

その後の話し合いの中で、４歳児クラスの子どもたちとＢ子が昨年度は同じクラスであり、ブロックの遊

びも一緒に楽しんでいたことがわかった。そのため、筆者が「（他の３歳児のように）大きい組の人を見たっ

ていうのとは、この人（Ｂ子）にとっては違うかもしれない？」と問いかけてみた。すると、「違う」と思っ

た保育者が、これまでのＢ子の姿をさらに具体的に語っていった。この話を聞いて、Ａ先生はそのような園

生活を過ごしてきたＢ子も楽しめる遊びをまず一緒に見つけていきたいと語った。Ａ先生はこの園内研修後

のポートフォリオ記録に、子どもの行動はそれまでの経験や育ち等の背景も影響しているとわかり、背景も

一緒に考えると違った見方ができて面白かったと記述していた。

【事例２】第２回園内研修から（３歳児クラス担任Ａ先生の記録をもとにした話し合い）

４－３－３　第３回園内研修（11月）

第３回になると、子どもの変化や育ちに着目した記録がさらに増え、それまではどうだったか、日頃はど

うか等、自分が捉えた子どもの姿を語り合いながら話し合うようになった。このような話し合いが園内研修

後も続くように、筆者は「その後のことも教えてください」と伝えていった。

その中で、子どもの姿をもとにした願いや環境構成を具体的に考えられていないまま記録を取り上げてい

ると気づく保育者もいた。【事例３】では、Ｅ先生が自分のクラスの５歳児Ｃ男が保育室に来ていた３歳児

ｈ男に合わせてゲームの遊び方を教える姿を取り上げていた。Ｅ先生は「願い」として「異年齢で触れ合う
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喜びを感じる」と書いていたが、「Ｃ男の良いところを他の子どもにも共有して友達関係を深められるよう

にしたい」とも語った。「話し合いたいこと」も、このようなＣ男の良さをいかしたり、友達に認められる

場をどのように作ることができるかであった。

その後の話し合いの中で、Ｃ男がｈ男と長縄での遊びを楽しんでいたというＥ先生も知らない姿があった

ことがわかり、ｈ男が楽しく遊べるようにＣ男が教えていた背景には、それまでに一緒に遊んだ経験もある

のかも知れないと気づいた。この時には園長も参加しており、Ｃ男の変化として捉えていることを語り、遊

びに積極的に参加せずに見ているだけのようでも、Ｃ男にとっては楽しいことなのかも知れない等、Ｃ男に

とっての幼稚園生活について考えたことも語っていた。そして、まずはこのようなＣ男の姿を見逃さないよ

うにしていこうと話し合った。この園内研修後のポートフォリオ記録に、Ｅ先生は願いをもとにした環境構

成をもっと具体的に考えて書き、その記録もとに話し合いができるようにしたいと記述していた。また、園

内研修をふまえた環境構成をした後の子どもの姿や遊びの変化等を話す場を設けたいとも記述していた。

【事例３】第３回園内研修から（５歳児クラス担任Ｅ先生の記録をもとにした話し合い）

４－３－４　第４回園内研修（２月）

園内研修を重ねる中で、自分の保育者としての願いをもとに、どのような環境を構成して保育をしていく

かを具体的に考えることに難しさを感じる保育者もいた。【事例４】では、Ａ先生が友達との関わりに変化

を感じるＤ男の記録を取り上げていた。Ａ先生の「友達と一緒に遊ぶ経験を重ねて、お互いの良さに気付い

てほしい」という願いについてさらに語ってもらうと、他の子どもたちに気づいてほしいＤ男の「良さ」が

具体的に語られた。また、そのように考えると、環境構成として「紙コップでもっと大きなものが作れるよ

うに用意する」ことは「つながってない」とＡ先生が語ったため、筆者が「先生が言ってることを、もうちょっ

と翻訳すると…」と問いかけてみた。すると、他の保育者が具体的にどのようなことが考えられるかを語り

始め、さらに一緒に考え合っていった。この園内研修後のポートフォリオ記録に、Ａ先生は願いと環境のつ

ながりをもって書くことが難しいため、日々の記録もじっくり考えて書いていきたいと記述していた。
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【事例４】第４回園内研修から（３歳児クラス担任Ａ先生の記録をもとにした話し合い）

４－３－５　第５回園内研修（３月）

第５回園内研修では、各保育者が事前にまとめたレポートをもとに、園内研修の中での自分の変化や課題

等について語ってもらった。事例に取り上げた保育者が「園内研修を通して自分はどのように変化したか」「な

ぜそのように変化したと考えるか」について語ったことを表６にまとめた。

Ｃ先生は、自分が伝えたいと決めたことを中心に書くようになったと語った。第１回（【事例１】）で「子

どもの姿」をもとにした「読み取り」、「願い」、「環境構成」について、具体的に語っていったこと、筆者が

それをそのまま書くとよいのではないかと伝えたことがきっかけとなったと考えらえる。

Ａ先生は子どもの見方が変わったきっかけとして、第２回（【事例２】）のＢ子についての話し合いを挙げ

ていた。Ｂ子のそれまでの園生活もふまえて話し合ったことが、その子どものそれまでの経験等の背景とな

ることもふまえて見ようとするきっかけとなっていた。

Ｅ先生は、毎回の園内研修の中で、聞かれると答えられるのに記録には書いていないことがあると気づき、

他の人にも分かりやすく伝わりやすく書こうとするようになったと語っていた。「子どもの立場になって具

体的に書けるようになった」とも語り、自分にはなかった子どもの見方に触れたこと（【事例３】）も関係し

ていると考えられた。

課題としては、保育者としての願いをもとに環境構成を具体的に考えることを挙げる保育者が多かった。
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表６　園内研修を通しての変化とその理由

５．保育プロセスの言語化を促進するための園内研修の成果と課題

本研究は保育プロセスの言語化を促進するための園内研修に取り組むことで、保育者がどのようなことに

気づき、記録や語りにどのような変化が起こるのか、そこには園内研修のどのような具体的な内容が関係し

ていたのかを明らかにすることを目的とした。

毎回「この記録を取り上げた理由」と「話し合いたいこと」を語ることは、保育者の問題意識の明確化（岡

花他 ,2009）を助けた。また、Ｘ園の保育を見ていない筆者から尋ねられたことについて語る中で、子ども

の姿や自分の保育について第三者にもわかるように言語化することを意識するようになった。日の記録を園

内研修で取り上げることは、記録では十分に書けなかったこと、その後の子どもの姿や自分の保育について

考えて語る機会にもなった。記録をもとに「子どもの姿」、「読み取り」、「願い」、「環境構成」という視点か

らさらに語ることで、保育者としての思いや意図の言語化が促されることもあり、「描くこと」「話すこと」

両面のメリット（岡花他，2009）をいかすことができた。

「読み取り」について考える際に、「具体化を促す問い」（Korthagen�et�al.,2001）を活用したことも、子

どもの視点から考えていく上で効果があった。自分の問題意識をふまえた話し合いの中で、自分が知らなかっ

た子どもの姿、自分にはなかった子どもの見方等、様々な気づきを得ることもできた。また、園内研修を重

ねる中で、子どもの育ちや変化に着目して話し合うことが増えたことで、その後もみんなでその子どものこ

とを見ていこうとすることにもつながった。園内研修後にポートフォリオ記録を作成したことは、保育者が

継続的に自己評価の視点をもつことを助けたと考える。　

以上のように、この園内研修に取り組むことで、保育プロセスを言語化することの必要性を保育者が実感

するようになり、記録や園内研修の中での言語化も促進されたが、先行研究（関岡他 ,2019）と同様に、子

どもの姿から読みとったことをもとに、保育者としてどのような願いをもち、そのためにどのように環境構

成をしていくかを具体的に考えて、言語化することは難しかった。この思考過程の獲得のためには、ＳＯＡ

Ｐの視点を取り入れた記録を書き続けること（河邉 ,2019 ｂ）とともに、このような園内研修を続けていく

必要がある。また、記録に写真があることは、先行研究でも指摘されているようにその場面を理解しやすく、

子どもの表情を一緒に見ながら「読み取り」もしやすかったが、一人の子どもに焦点をあてた写真が中心で

あったこともあり、保育環境についての話し合いを深めるまでには至らなかった。写真を活用することのメ

リットをさらにいかす方法も考える必要がある。

おわりに

この園内研修は、次年度も実施する予定である。本研究の成果と課題をふまえて、子どもの姿から読みとっ

たことをもとに、どのような願いをもち、そのためにどのような環境を構成していくかを保育者がより具体

的に考えて言語化することを促進できるように、園内研修の進め方についてさらに検討していきたい。
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